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学
生
の
進
路
選
択
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
能
力
開
発

　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　
冴
子

（
宇
都
宮
大
学
教
授
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
長
）

麟

大
学
か
ら
社
会
へ
の
移
行
に
関
す
る
課
題

　
近
年
の
急
速
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
進
路
決
定

や
就
業
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
問
題
に
は
、

①
雇
用
環
境
の
変
化
に
よ
る
雇
用
形
態
等
の
変
化
、
②
偏
差
値
に
こ

だ
わ
る
進
路
指
導
、
③
精
神
的
・
社
会
的
自
立
の
遅
れ
、
人
間
関
係

の
欠
如
、
④
勤
労
観
・
職
業
観
の
未
熟
さ
、
職
業
人
基
礎
的
能
力
の

低
下
、
⑤
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
仕
事
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
⑥
フ

リ
ー
タ
ー
、
二
ー
ト
、
早
期
離
職
者
の
急
増
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
文
部
科
学
省
等
、
関
係
省
庁
は
「
若
者
自
立
・
挑
戦
プ
ラ
ン
」
を

推
進
し
、
学
校
現
場
に
「
す
べ
て
の
教
育
活
動
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

視
点
を
入
れ
る
」
こ
と
へ
方
向
転
換
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
二

ー
ト
は
五
二
万
人
、
フ
リ
ー
タ
ー
は
二
一
七
万
人
、
早
期
離
職
者
を

合
わ
せ
て
約
三
〇
〇
万
人
と
い
う
状
況
で
あ
る
（
「
二
〇
〇
四
年
版

労
働
経
済
白
書
」
）
。

　
そ
し
て
、
新
規
学
卒
者
に
よ
る
早
期
離
職
の
理
由
は
、
一
年
以
内

で
は
多
い
順
に
「
仕
事
が
自
分
に
合
わ
な
い
、
つ
ま
ら
な
い
。
賃
金

や
労
働
時
間
等
、
労
働
条
件
が
よ
く
な
い
。
人
問
関
係
が
よ
く
な
い
」

で
、
三
年
以
内
で
は
「
会
社
に
将
来
性
が
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

見
込
み
が
な
い
」
と
い
う
（
厚
生
労
働
省
二
〇
〇
三
）
。

　
フ
リ
ー
タ
ー
が
職
業
生
活
で
困
っ
て
い
る
点
は
、
多
い
順
に
「
自
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分
の
能
力
・
適
性
に
合
う
仕
事
が
分
か
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
相
談
の
機
会
が
不
十
分
。
自
分
の
能
力
・
適
性

が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
（
労
働
政
策
研
究
研
修
機
構
二
〇
〇
一
）
。

　
以
上
か
ら
、
当
事
者
は
必
ず
し
も
現
状
を
心
地
よ
く
感
じ
て
い
る

わ
け
で
な
く
、
何
と
か
能
力
開
発
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
問
題
の
き
ざ
し
は

す
で
に
在
学
中
に
あ
る
と
指
摘
し
た
い
。

二
　
学
生
の
就
職
活
動
に
お
け
る
課
題

　
従
来
は
、
学
生
と
教
員
・
父
母
が
就
職
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会

も
少
な
く
、
「
生
き
方
・
進
路
選
択
・
仕
事
」
等
を
扱
う
科
目
も
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
何
と
な
く
単
位
を
取
得
し
、
何
と
な
く
就
職
活

動
を
始
め
て
も
、
流
れ
に
乗
れ
な
い
学
生
は
進
路
先
未
決
定
の
ま
ま

卒
業
し
て
い
く
状
況
が
み
ら
れ
た
。
こ
こ
で
、
就
職
活
動
中
の
短
大

二
年
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
声
を
抜
粋
（
二
〇
〇
四
）
す
る
。

（
a
）
就
職
活
動
を
し
て
初
め
て
能
力
不
足
が
分
か
っ
た
。
今
ま
で

自
分
と
し
つ
か
り
向
き
合
っ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
私
は
ど
う
い
う

　
人
問
か
考
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

（
b
）
も
つ
と
前
か
ら
自
分
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
。
人
物

重
視
と
い
わ
れ
る
の
に
筆
記
試
験
で
落
ち
、
嫌
な
こ
と
も
い
っ
ぱ

　
い
あ
っ
た
。
で
も
、
就
職
で
き
た
ら
責
任
を
持
っ
て
働
き
た
い
。

（
c
）
就
職
し
自
立
す
る
年
齢
な
の
に
、
や
ろ
う
と
し
な
い
自
分
が

恥
ず
か
し
い
。
働
い
て
い
る
女
性
を
み
る
と
、
「
や
り
た
い
仕
事

を
い
つ
見
つ
け
た
の
？
　
本
当
に
今
の
仕
事
が
し
た
か
っ
た

　
の
？
」
と
聞
き
た
く
な
る
。

（
d
〉
「
こ
の
仕
事
が
ぴ
っ
た
り
」
と
い
え
る
ほ
ど
の
自
信
も
な
い
し
、

就
職
は
厳
し
い
と
い
わ
れ
続
け
て
不
安
。
で
も
仕
事
が
合
わ
な
く

て
も
辞
め
な
い
。
努
力
す
れ
ば
必
ず
実
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

（
e
）
フ
リ
ー
タ
ー
の
友
人
の
言
葉
に
流
さ
れ
そ
う
だ
っ
た
が
、
今

ま
で
の
両
親
の
苦
労
に
気
が
つ
い
て
申
し
訳
な
い
と
思
い
、
頑
張

　
っ
て
内
定
を
決
め
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
就
職
活
動
は
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
り
か
ね
な
い
危
う

さ
を
は
ら
み
な
が
ら
も
自
分
自
身
を
鍛
え
、
人
間
と
し
て
大
き
く
成

長
す
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
。
現
実
に
は
、
企
業
等
の
試
験
日
程
に

合
わ
せ
て
就
職
活
動
に
逼
進
す
る
学
生
が
い
る
一
方
で
、
自
分
の
能

力
不
足
や
短
所
ば
か
り
が
気
に
な
っ
た
り
、
一
度
入
社
試
験
に
失
敗
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択
す
る
と
自
信
を
失
い
、
自
己
肯
定
感
が
持
て
な
く
な
っ
て
身
動
き
で

選各
き
な
く
な
る
等
、
就
職
活
動
を
断
念
す
る
学
生
も
現
実
に
存
在
す
る
。

ピ進
ま
た
、
学
力
面
で
は
優
秀
で
も
、
表
現
力
や
人
問
関
係
能
力
等
が
未

の生
熟
な
学
生
も
お
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
就
職
活
動
の
時
期
を
早
め
る
だ

学
・
け
で
は
問
題
解
決
で
き
な
い
。

集特
　
　
こ
う
し
た
学
生
に
は
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
一
貫
し
た
キ
ャ
リ

　
ア
教
育
の
組
織
的
な
取
組
が
効
果
的
で
、
家
族
や
教
職
員
た
ち
の
温

　
か
い
励
ま
し
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
的
確
な
対
処
の
仕
方
も
大
き
な
鍵

　
と
な
る
。
つ
ま
り
、
大
学
入
学
後
の
早
い
時
期
に
、
高
校
ま
で
の
指

　
示
待
ち
生
活
か
ら
、
「
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
自
分
で
選
ぶ
」
へ
と

　
発
想
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
そ
し
て
、
「
生
き
方
教
育
」
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で
、

　
学
生
た
ち
が
主
体
的
に
能
力
開
発
す
れ
ば
、
就
職
後
も
自
立
し
た
若

　
年
社
員
と
し
て
能
力
を
発
揮
で
き
る
し
、
職
場
に
お
け
る
ミ
ス
マ
ッ

　
チ
や
早
期
離
職
の
防
止
に
繋
が
る
。
そ
し
て
、
進
路
選
択
・
決
定
に

　
関
わ
る
支
援
は
、
将
来
に
繋
が
る
生
涯
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ

　
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
具
体
的
に
は
、
「
職
業
観
・
勤
労
観
」
を
醸
成
し
、
「
生
き
方
」
を

　
考
え
る
科
目
を
開
講
し
、
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
単
位
化
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
①
教
員
組
織

と
事
務
組
織
と
の
連
携
を
強
化
し
、
②
学
生
の
当
事
者
意
識
や
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
③
学
生
の
主
体
的
な
能
力
開
発
の
支
援
を
全

学
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
関
係
者
の
共
通
理
解

と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
須
で
、
か
つ
緊
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

三
　
進
路
選
択
に
必
要
な
「
主
体
的
な
能
力
開
発
」

（
一
）
能
力
開
発
の
構
造
化

　
就
職
後
の
官
公
庁
・
企
業
等
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
能
力
開
発

が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
調
査
し
た
。
質
問
肢
は
、
「
入
社
一
・

三
・
七
年
目
の
社
員
に
期
待
す
る
能
力
開
発
。
将
来
伸
び
る
社
員
か

否
か
の
差
違
」
で
、
課
長
・
三
〇
歳
以
上
の
管
理
職
に
よ
る
記
述
式

回
答
で
あ
る
（
配
布
一
五
〇
名
、
回
収
一
〇
七
名
、
二
〇
〇
〇
）
。

　
調
査
結
果
を
検
証
す
る
過
程
で
、
能
力
開
発
を
構
造
的
に
捉
え
る

必
要
性
を
感
じ
、
職
業
人
の
た
め
の
能
力
開
発
構
造
図
を
二
〇
〇
〇

年
に
作
成
し
、
二
〇
〇
四
年
に
改
訂
し
た
。
（
表
1
、
表
2
）

　
改
訂
版
で
は
、
ギ
ル
フ
ォ
ー
ド
知
能
構
造
モ
デ
ル
（
一
九
八
一
）

を
基
礎
理
論
と
し
て
、
「
認
知
（
思
考
力
）
、
記
憶
（
記
憶
力
）
、
集
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　　　　　　　　　　　表1　能力開発構造図（学齢期～成人期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000改訂2004宮崎

考える知性（i　Q） 能力領域 生涯キャリア発達課題

認知（理解力） ①人としての自覚、ラ 自己・他者理解、受容

記憶（記憶力）
イフスキル

自己教育力、向上心

集中思考（論理的思考）
②学習・仕事への意欲、

　関心 アイデンティティの確立

拡散思考（推理・創造力）
③基礎・専門知識、技 生きがい、自己実現

評価（判断・洞察力） 術、応用力
進路選択、キャリアプラン

④問題解決能力
感じる知性（E　Q）

⑤企画・開発、創造力 生涯学習の継続

喜び、感動、共感、熱意、
⑥協調性、順応性 ボランテイア、社会貢献

照れ、悲嘆、怒り、恐れ、

不安、驚き等

⑦コミュニケーション

　能力
パートナー・シップの確立

⑧リーダーシップ 伝統文化の継承

行動力、実行力 ⑨健康管理、運動能力 健康・体力維持

中
思
考
（
論
理
的
思
考
）
、
拡
散
思
考
（
推
理
・
創
造
力
）
、
評
価

（
判
断
・
洞
察
力
）
」
を
、
能
力
の
基
礎
と
な
る
「
知
能
」
と
位
置
づ

け
た
。

　
次
に
、
ゴ
ー
ル
マ
ン
（
一
九
九
五
）
が
唱
え
た
「
こ
こ
ろ
の
知
能

指
数
」
を
「
感
じ
る
知
性
（
E
Q
）
」
と
位
置
づ
け
、
「
行
動
力
・
実

行
力
」
も
能
力
と
し
て
重
要
視
し
た
。
「
能
力
領
域
」
は
記
述
回
答

を
整
理
し
て
分
類
し
た
。
さ
ら
に
、
生
涯
に
わ
た
り
長
期
的
に
熟
成

さ
れ
る
「
生
涯
キ
ャ
リ
ア
発
達
課
題
」
を
組
み
込
ん
で
作
成
し
た
。

（
二
）
若
年
社
員
の
能
力
開
発

「
入
社
一
年
目
の
社
員
に
期
待
す
る
能
力
開
発
」
の
回
答
で
は
、
多

い
順
に
①
社
会
人
・
企
業
人
と
し
て
の
自
覚
（
七
四
・
八
％
）
、
②
、

基
礎
的
実
務
能
力
（
コ
ニ
・
八
％
）
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
（
二
九
・
O
％
）
で
あ
る
。

「
入
社
三
年
目
の
社
員
」
に
は
①
専
門
知
識
・
技
術
（
四
八
・
六
％
）
、

②
間
題
解
決
能
力
（
三
四
・
六
％
）
、
③
仕
事
へ
の
意
欲
、
関
心
、

責
任
感
（
二
七
二
％
）
で
あ
る
。
「
入
社
七
年
目
の
社
員
」
に
は
、

①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
七
八
・
五
％
）
、
②
企
画
・
開
発
能
力
（
三

五
・
五
％
）
、
③
問
題
解
決
能
力
（
二
九
・
九
％
）
で
あ
る
。
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表2　能力領域モデル

（2000改訂㎜宮崎）

能力領域 能力領域モデル（評価の観点、行動の記録等）

①人としての自覚、 ＊基本的生活習慣の習得・自己受容・公正・公平。公共心・公

ライフスキル 徳心。使命感。生命尊重・自然愛護。人生観・労働観・職業

観・価値観。忍耐力。共感。＊倫理観・道徳観。＊思いやり。

＊責任感。指導を素直に受ける姿勢。セルフコントロール。危

機管理。社会・組織と自己との関係認識。人として生きる力等

②学習・仕事への意欲、 ＊学習・仕事への主体的・積極的な関わり。＊関心。＊最後ま

関心 でやり抜く意欲。＊実践力。好奇心。動議づけ等

③基礎・専門知識・ ＊読み書き計算の基礎知識。＊専門的な知識・技術。＊応用力。

技術、応用力 ＊資格取得。得意分野の深耕。報告・連絡・相談・記録・指示

の方法等

④問題解決能力 ＊情報収集・分析・活用。＊課題発見・解決能力。＊計画。事

象を科学的に分析し、課題を発見し、解決する力。＊的確で敏

速な実務処理等

⑤企画・開発、創造力 ＊目的に合う企画・立案・提案力。＊創造力。＊斬新な発想・

アイディア。＊改革力等

⑥協調性、順応性 ＊適応力。＊チームワーク。目標の共有化。他人に協力。仲問

意識。＊考えや感性の違いを受容。＊自他の欲求のバランス等

⑦コミュニケーション ＊自己表現。意見表明。＊周囲の声を傾聴。プレゼンテーショ

能力 ン能力・＊挨拶・言葉遣い等の基本。＊円滑な人問関係・ネッ

トワークの活発化等

⑧リーダーシップ ＊瞬時の状況判断で最適な決断と行動。＊問題解決のためのマ

ネージメント。＊調整能力。＊率先力。指導力等

⑨健康管理、運動能力 ＊基本的生活の体力。＊積極的に身体を動かす運動能力。＊瞬

発力。持続性。＊リズミカルな生活。健康・体力保持等

10

「
将
来
、
伸
び
る
社
員
か
否
か
の
差
異
」
で
は
、
①
仕
事
へ
の
意

欲
・
関
心
、
責
任
感
（
九
七
・
二
％
）
、
②
社
会
人
．
企
業
人
と
し

て
の
自
覚
（
五
七
・
九
％
）
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
（
二

四
・
三
％
）
で
、
勤
務
年
数
に
応
じ
た
段
階
的
な
能
力
開
発
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
仕
事
に
対
す
る
前
向
き
の
意
欲
や
責
任
感
等
、
精
神

的
な
側
面
が
人
を
突
き
動
か
す
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　
（
三
）
能
力
開
発
に
関
す
る
学
生
の
意
識

　
能
力
領
域
に
関
す
る
学
生
の
意
識
に
つ
い
て
、
宇
都
宮
大
学
の
共

　
通
教
育
「
人
問
と
社
会
」
の
受
講
生
（
概
ね
一
年
生
）
一
六
〇
名

　
（
男
性
七
七
名
・
女
性
八
三
名
　
二
〇
〇
六
）
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

　
性
別
や
学
部
に
よ
る
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
質
間
肢
は
二
〇
〇
四
年
版

　
能
力
領
域
モ
デ
ル
に
準
拠
し
、
九
つ
の
能
力
領
域
×
四
項
目
口
合
計

択
三
六
項
目
（
表
2
の
＊
印
の
項
目
）
に
つ
い
て
、
「
達
成
“
3
、
普

選路
通
日
2
、
未
達
成
“
1
」
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。

進
　
「
未
達
成
」
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、
全
体
で
多
い
順
に
「
資
格
取

の生
得
」
「
専
門
知
識
・
技
術
」
「
改
革
力
」
「
応
用
力
」
「
率
先
力
．
指
導

学
・
力
」
で
あ
る
。
「
資
格
取
得
」
へ
の
未
達
成
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上

集特
で
資
格
取
得
が
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
自
ら
動
く
学
生
が

少
な
い
こ
と
も
そ
の
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
成
果
主
義
的
な
働
き

方
や
資
格
給
が
優
先
さ
れ
る
昨
今
、
専
門
科
目
の
履
修
に
よ
る
有
効

な
資
格
取
得
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
改
革
力
」
「
応
用
力
」

「
率
先
力
・
指
導
力
」
の
未
達
成
を
解
決
す
る
に
は
、
本
人
の
努
力

は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
の
中
に
こ
れ
ら
の
能
力
領
域
を
含
ん
だ
学
習
内

容
を
盛
り
込
む
必
要
性
が
あ
る
。

性
別
に
よ
る
比
較
で
は
、
男
性
の
ほ
う
が
女
性
よ
り
「
資
格
取
得
」

「
自
己
表
現
」
「
率
先
力
・
指
導
力
」
「
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
生
活
」
「
基
本

的
生
活
習
慣
」
を
未
達
成
と
意
識
し
て
い
る
。
「
資
格
取
得
」
は
、

女
性
の
ほ
う
が
独
学
で
検
定
に
合
格
し
た
り
、
受
験
者
数
も
多
い
等
、

積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
る
。
「
自
己
表
現
」
「
即
戦
力
．
指
導
力
」
も
、

女
性
の
ほ
う
が
体
験
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
上
手
に
つ
か
ま
え
て
能
力

開
発
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
領
域
を
達
成
さ
せ

る
た
め
に
は
、
授
業
の
中
で
意
図
的
に
「
体
験
・
教
育
訓
練
」
の
機

会
を
増
や
し
、
解
決
に
繋
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
で
、

「
運
動
能
力
」
「
瞬
発
力
」
等
は
、
男
性
の
ほ
う
が
女
性
よ
り
達
成
し

て
い
る
と
意
識
し
て
い
る
。

　
能
力
開
発
に
関
す
る
自
由
記
述
に
は
二
二
〇
名
（
八
一
．
三
％
）

が
回
答
し
た
。
と
く
に
、
未
達
成
の
能
力
領
域
を
何
と
か
開
発
し
た
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択
い
と
い
う
抱
負
が
多
く
、
自
分
の
能
力
開
発
に
つ
い
て
冷
静
に
分
析

選各
し
、
自
覚
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
は
、
学
生
が
日
頃
の

ピ鑓
行
動
や
姿
勢
髭
方
等
に
つ
い
て
見
喜
主
体
的
罷
力
開
発
．

生
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い
、
も

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
、

・
の
ご
と
を
自
分
で
考
え
、
自
分
で
決
定
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
力

集特
主
体
的
な
進
路
選
択
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

　
　
支
援
体
制
と
し
て
は
、
能
力
開
発
を
望
む
学
生
た
ち
へ
の
キ
ャ
リ

　
　
ア
教
育
体
系
を
構
築
し
、
「
理
論
と
実
践
の
融
合
」
を
図
る
こ
と
が

　
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
従
来
の
成
績
偏
重
や
指
示

　
待
ち
の
進
路
選
択
で
は
な
く
、
入
学
の
早
い
時
期
か
ら
当
事
者
意
識

　
を
も
ち
、
能
力
開
発
を
的
確
に
実
践
し
て
い
け
ば
、
適
性
を
生
か
し

　
　
た
進
路
選
択
が
で
き
る
し
、
就
職
し
て
か
ら
も
職
業
上
の
自
己
実
現

　
　
を
果
た
す
こ
と
に
繋
が
る
。
つ
ま
り
、
主
体
的
な
進
路
選
択
の
た
め

　
　
に
は
「
主
体
的
な
能
力
開
発
」
が
必
要
で
あ
る
。

四
　
宇
都
宮
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組

（
一
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入
の
経
緯

本
学
は
、
学
生
数
が
約
五
五
〇
〇
名
（
内
大
学
院
生
約
九
七
〇
名
）

で
、
国
際
学
部
・
教
育
学
部
・
工
学
部
・
農
学
部
を
包
す
る
国
立
大

学
法
人
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
度
に
就
職
支
援
に
関
わ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
、
三
年
・
五
年
・
一
〇
年
・
一
五
年
・
二
〇
年
を
経
過
し

た
卒
業
生
二
三
四
八
名
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
回
答
者
五
四
〇
名

（
回
収
率
二
三
％
）
の
八
五
％
が
就
職
支
援
の
改
善
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
「
入
学
後
早
い

時
点
か
ら
の
就
職
支
援
が
必
要
」
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
た
。

　
早
速
、
全
学
就
職
支
援
委
員
会
の
中
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
検
討
小
委

員
会
、
二
〇
〇
四
年
度
に
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
専
門
委
員
会
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入
に
向
け
て
本
格
的
な
準
備
を
開
始
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
学
務
部
就
職
支
援
室
に
お
い
て
就
職
支
援
に
関
わ

る
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
教
員
も
事
務
部
に
任
せ
た
と
い
う
認
識

が
大
方
で
あ
っ
た
が
、
「
教
育
的
な
視
点
」
を
導
入
す
る
必
要
性
を

確
認
し
、
二
〇
〇
五
年
二
月
一
日
付
け
で
学
長
直
属
キ
ャ
リ
ア
教
育

専
任
教
員
を
採
用
し
、
学
内
組
織
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
た
。
こ
う
し
て
事
務
組
織
と
教
員
組
織
が
一
体
化
し
た
全
学
の

支
援
体
制
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
大
き
く
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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（
二
）
共
通
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
創
造
科
目

　
　
二
〇
〇
五
年
度
に
開
始
し
た
共
通
教
育
に
、
新
た
な
授
業
科
目
区

　
分
と
し
て
開
設
し
た
キ
ャ
リ
ア
創
造
科
目
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
度

　
は
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
「
人
間
と
社
会
」
「
企
画
と
プ
レ
ゼ
ン
テ

　
ー
シ
ョ
ン
」
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
「
ベ
ン
チ
ャ

　
ー
起
業
論
」
を
開
講
し
て
い
る
。

　
　
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
「
人
間
と
社
会
」
で
は
、
人
数
の
多
少
に

　
か
か
わ
ら
ず
対
話
式
の
「
顔
の
見
え
る
授
業
」
を
心
が
け
、
進
路
相

　
談
と
有
機
的
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
毎
週
の
授
業

　
時
に
進
路
相
談
そ
の
他
に
関
す
る
質
問
・
コ
メ
ン
ト
用
紙
を
配
布

　
し
、
授
業
終
了
時
に
回
収
す
る
。
そ
し
て
、
翌
週
の
授
業
時
の
冒
頭

　
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
対
し
て
回
答
す
る
方
法
で
あ
る
。
回
答
内

　
容
は
授
業
の
生
き
た
教
材
に
な
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
心
配
事
や
悩

択
み
が
解
消
さ
れ
て
い
く
嬉
し
さ
が
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
教
員
が
紹

選路
介
す
る
他
の
学
生
の
コ
メ
ン
ト
を
聞
く
こ
と
で
、
各
人
の
考
え
方
と

進の
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
分
か
ち
合
い
学
習
を
し
て
い
る
。

生
　
　
「
企
画
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
創
造
的
・
革
新
的
な
企
画

学
．
案
は
教
室
を
飛
び
出
し
、
大
学
の
審
査
に
よ
り
助
成
を
受
け
ら
れ
る

集特
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、
授
業
と
大
学

の
事
業
が
有
機
的
に
連
携
し
て
い
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、
事
前
研
究
と
実

習
終
了
後
の
発
表
内
容
を
さ
ら
に
深
め
た
課
題
レ
ポ
ー
ト
を
課
し
、

再
度
発
表
会
を
行
っ
て
い
る
。
実
習
先
に
は
経
営
者
協
会
の
ハ
イ
パ

ー
キ
ャ
ン
パ
ス
と
教
員
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
い
る
。

評
価
は
企
業
・
本
人
・
教
員
に
よ
る
三
者
評
価
で
あ
る
。

　
受
講
生
は
、
「
未
来
の
た
め
に
私
は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
普

段
気
づ
か
な
か
っ
た
新
し
い
自
分
に
気
づ
い
た
」
「
な
ぜ
学
ぶ
か
を

考える

時
間
が
と
の
授
業
に
は
充
分
あ
る
」
「
人
生
観
が
変
わ
っ
た
」

「
毎
日
が
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
る
」
等
と
、
多
角
的
で
柔
軟
な
思

考
力
、
問
題
解
決
能
力
、
企
画
・
開
発
力
、
書
く
力
等
を
着
実
に
身

に
つ
け
て
い
る
。
（
図
）
、

（
三
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ヘ
の
取
組

　
学
部
専
門
科
目
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
単
位
を
全
学

で
す
で
に
付
与
し
、
栃
木
県
経
営
者
協
会
、
商
工
会
議
所
、
教
育
委

員
会
、
企
業
等
と
の
連
携
・
協
働
に
は
確
か
な
実
績
が
あ
る
。

　
国
際
学
部
で
は
国
際
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
教
育
学
部
で
は
教

育
実
践
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
教
育
実
習
等
、
工
学
部
で
は
附
属
も
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】
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の
づ
く
り
創
成
工
学
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
二
〇
〇
社
を
超
す
受
け
入
れ

企
業
と
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
力
を
注
ぎ
、
大
学
院
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
も
始
め
て
い
る
。
農
学
部
で
は
早
く
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
実
施
し
、
二
〇
〇
七
年
度
に
は
全
学
科
実
習
科
目
を
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
科
目
に
改
組
す
る
。

　
共
通
教
育
・
自
由
科
目
で
は
、
以
前
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
務
体
験
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
、
学
生
が
実
習
先
を
設
定
し
、
企

業
等
と
の
手
続
き
は
学
務
部
学
生
支
援
課
で
行
い
、
実
習
後
の
報
告

書
に
よ
り
審
査
さ
れ
て
、
単
位
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述

の
よ
う
に
、
共
通
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
創
造
科
目
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」
を
開
講
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
｝
ン
シ
ッ
プ
の

多
層
式
な
取
組
は
本
学
に
お
け
る
独
自
性
で
あ
り
、
今
後
は
希
望
者

が
全
員
実
習
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

（
四
）
全
学
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
と
地
域
連
携

①
キ
ャ
リ
ア
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
学
生
・
保
護
者
・
教
職
員
・
行

政
・
市
民
・
企
業
等
が
一
堂
に
会
し
、
「
仕
事
、
社
会
」
に
つ
い
て

考える

重
要
な
機
会
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
企
画
立
案
、
講
師
折
衝
、

進
行
、
報
告
書
作
成
等
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
専
任
教
員
が
担
当
し
、
学

部
教
員
と
の
協
働
の
下
に
地
域
と
連
携
し
て
い
る
。
（
二
〇
〇
五
～
）

②
国
際
キ
ャ
リ
ア
合
宿
セ
ミ
ナ
ー

　
国
際
貢
献
に
関
わ
る
人
材
育
成
の
た
め
に
、
外
務
省
や
国
際
機
関

等
の
現
役
の
専
門
家
を
招
聰
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
学
外
の
国
際
交
流

団
体
や
学
生
も
実
行
委
員
と
し
て
参
画
す
る
。
（
二
〇
〇
四
～
）

③
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

　
学
生
・
院
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
企
画
に
よ
る
企
業
化
に
向
け
た
独
創

的
・
革
新
的
な
実
践
研
究
に
対
し
、
審
査
の
上
で
助
成
す
る
。
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
中
間
発
表
も
あ
り
、
最
終
発
表
会
で
は
学
長
表
彰
も
あ
り
、
・

広
く
地
域
社
会
に
も
広
報
し
て
い
る
。
（
二
〇
〇
五
～
）

④
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
年
度
初
め
の
新
入
生
向
け
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
三
年
生
に
も

実
施
し
、
今
後
は
全
学
年
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。
（
二
〇
〇
六
～
）

⑤
ジ
ョ
ブ
パ
ス
ポ
ー
ト
の
導
入

　
国
策
の
ジ
ョ
ブ
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
導
入
し
、
三
年
生
全
員
に
配

布
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
歴
等
を
記
録
し
、

自
己
理
解
や
進
路
選
択
へ
指
向
し
て
い
る
。
（
二
〇
〇
六
～
）
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択
⑥
進
路
相
談
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

選路
　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
専
任
教
員
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
週

進　
四
日
の
予
約
制
進
路
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
ジ
ョ
ブ
カ

の生
フ
ェ
a
t
宇
都
宮
大
学
（
栃
木
県
主
催
）
」
を
構
内
に
設
置
し
て
、

学
・
栃
木
県
派
遣
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
進
路
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

集特
（
二
〇
〇
六
～
）

　
⑦
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
大
学
教
職
員
と
高
校
進
路
指
導
担
当
者
向
け
の
二
日
間
の
セ
ミ
ナ

　
ー
を
実
施
し
、
適
性
検
査
の
体
験
と
分
析
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法

　
を
習
得
し
、
指
導
者
の
質
的
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
（
二
〇
〇
六
～
）

　
⑧
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム

　
　
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
組
織
し
て
学

　
生
支
援
課
直
属
と
し
、
学
生
と
教
職
員
と
協
働
し
て
大
学
行
事
を
企

　
画
・
運
営
す
る
シ
ス
テ
ム
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
。
（
二
〇
〇
六
～
）

　
⑨
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
タ
イ
ム

　
　
就
職
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
に
つ
い
て
学
生
食
堂
に
て
館

　
内
放
送
を
し
て
全
学
に
周
知
し
て
い
る
。
（
二
〇
〇
六
～
）

　
⑩
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　
栃
木
県
若
年
者
地
域
連
携
事
業
「
若
者
の
企
画
立
案
に
よ
る
就
職

支
援
事
業
」
に
応
募
し
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ニ
○
〇
六
」
を
開
催
し
た
。
（
二
〇
〇
六
～
）

⑪
学
部
主
催
事
業
へ
の
協
力

　
学
部
要
請
に
基
づ
き
専
任
教
員
と
し
て
協
力
す
る
。
た
と
え
ば
、

教
育
学
部
大
学
院
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
特
論
」
、
学
部
「
教
師
入
門
セ

ミ
ナ
ー
」
等
を
担
当
し
、
就
活
手
帳
や
ジ
ョ
ブ
パ
ス
ポ
ー
ト
説
明
会
、

F
D
研
修
会
等
へ
の
協
力
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
全
学
で
取
り
組
ん
で
い
る
四
年
一
貫
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
通
し
て
学
生
の
当
事
者
意
識
を
醸
成
し
、
教
職
員
と
協
働
す

る
「
元
気
な
大
学
づ
く
り
」
や
地
域
活
性
化
や
国
際
化
の
原
動
力
に

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
本
格
的
な
取
組
か
ら
二
年
目
を
迎
え

た
時
点
で
、
卒
業
時
の
進
路
先
未
決
定
者
が
半
減
し
た
。
ま
た
、
大

学
生
活
の
過
ご
し
方
や
将
来
の
生
き
方
・
職
業
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
が
増
え
て
、
受
け
身
の
姿
勢
か
ら
積
極
的
に
も
の
ご
と
に
取
り
組

む
姿
勢
へ
と
、
プ
ラ
ス
の
意
識
改
革
が
進
行
し
て
い
る
。
今
後
も
、

心
を
こ
め
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。
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